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第 68 号

　「日独スポーツ少年団同時交流へ参加して」
秋田県スポーツ少年団リーダー会　金　子　瑞　穂　

　今年度、第41回日独スポーツ少年団同時交流へ日本派遣団員として、東北Ⅰグループとして、そして秋田

県の代表として訪独させていただきました。私の人生初めての海外。見える景色や建物、文化に圧倒され感動

していたことを覚えています。半年近く経つ今でも１日１日のできごとを思い出すことが出来る程私にとって

貴重な経験になりました。全てが刺激と勉強の毎日でした。

　約６時間という長い移動から始まった東北Ⅰグループの地方プログラムの地は、北ドイツにあるKielと

Schleswig-Holstein。この２つの地域へ行き、ホームステイやスポーツ活動、テーマディスカッションをメ

インに交流を行いました。

　私が18日間の交流を通して身を以て実感したことが1つあります。スポーツは本当に言葉や人種の壁を壊

し、スポーツによってできた繋がりや絆はとても強いということ。サーフィンやハイロープアスレチック、受

け入れ先の方々との混合チームでバスケットボールを行ったりしましたが、失敗したら励まし合い、成功した

ら皆でハイタッチ、当然の事だとは思いますが、そのアクションや言動を日本人ドイツ人関係なく行われ、

「スポーツが国境を越える」事を実感しました。

　通訳さんや受入団体に恵まれ、ドイツに２つの家族ができ、ドイツの方々の温かさや異文化に触れ、最初は

不安で長かった18日間が充実した中身の濃い短すぎる18日間に変わりました。来年度の同時交流は、ドイツ

の大切な仲間たちが来日します。感謝の意も込めて受け入れに参加し、おもてなしができたらと考えていま

す。

　伝えたい事は沢山ありますが、多くのリーダーがこの同時交流に参加し、言葉や文字では表すことのできな

い経験をしてほしいです。参加させていただいた人間として、派遣団員の増員に繋がるよう、私なりに伝え続

けていく努力をしていきます。一生の思い出となる貴重な体験をさせていただき、本当にありがとうございま

した。

発行／秋田県スポーツ少年団　秋田市八橋運動公園1－5　秋田県スポーツ科学センター2F　1018－866－3916



�



�



�



�



�



�



�


